
連合茨城会長

内 山　　 裕

新年明けましておめでとうございます。健やかに新春
をお迎えになられた事とお慶び申し上げます。
旧年中は、連合茨城の各種取組みに対しましてご理解

とご協力を賜り心から感謝と御礼を申し上げます。
早いもので、連合茨城会長に選出を頂いて、２年が経

過致します。この間、構成組織・地域協議会・友誼団体等、
様々な場面に参加をさせて頂き、多くの皆さま方に接す
る中で、貴重な経験をさせて頂きました。
本年も、定期大会で確認いただいた活動方針に沿って、

連合茨城の一層の前進を期して参りたいと思っておりま
す。引き続きましての、ご支援ご協力を宜しくお願い致
します。
さて、昨年12月９日（日）施行されました茨城県議会議

員選挙におきましては、連合茨城組織内候補者４名・推
薦候補者３名に対するご支援ご協力を賜りました事に、
心から感謝を申し上げます。選挙結果については、既に
ご承知の通りでありますが、今回の選挙戦を通じて組織
としての取組み方、政党との関係等、新たな課題も浮き
彫りとなりました。それらの課題については、一つ一つ
冷静に分析をしながら整理しなければならないと思って
おります。連合茨城としての組織力を高めていく上で、
組織運営のあり方等、構成組織・地域協議会のご意見も
踏まえながら、今後の活動に活かせるよう総括をしなけ
ればならないと思っております。
新しい年を迎えました。今年は、１月20日（日）施行予

定の「かすみがうら市議会議員選挙」を皮切りに、４月
の「第19回統一地方選挙」、７月の「第25回参議院議員
選挙」と続いて参ります。私達の生活を向上させていく
上で、政策・制度課題改善の取組み、所謂、政治活動は
必要不可欠であります。そのために、連合茨城の政策を
実現していくためにも、各種選挙において私たちの推薦
候補者と政策協定を締結し、連合茨城一丸となって強力
に取組みを展開して参りますので、組合員皆様の絶大な
るご支援ご協力を宜しくお願い致します。

また、昨年の第196回通常国会で可決・成立された「働
き方改革関連法案」によって、本年４月１日より、①罰
則付きの時間外労働の上限規制や、②年次有給休暇の取
得促進に関する使用者の付与義務などの、「改正労働基
準法」が施行されます。長時間労働を是正し、組合の有
無にかかわらず、すべての職場でのより良い働き方の実
現を目指し、「36協定の適切な締結」など、職場におけ
る取組みの徹底と共に、地域や社会における機運の醸成
を通じて、働く人たちのセーフティネットづくりを目指
して、「クラシノソコアゲ応援団！ＲＥＮＧＯキャンペー
ン」第４弾の取組みとして「Ａｃｔｉｏｎ！ 36キャンペー
ン」を展開していきます。連合は３月６日を「36協定の
日 36（サブロク）の日」として、日本記念日協会に登
録をしました。取組みにあたっては、未組織労働者の組
織化も視野に入れ、職場における長時間労働是正に関す
る取組みの徹底を図り、春季生活闘争も活用しながら改
正内容の周知・徹底を図っていきます。
組織強化・拡大を図り、働く者の団結力をさらに高め
て、連合茨城に結集するすべての組合員の皆さんに、地
域の皆さんに、連合茨城の運動の理念が伝わる努力をし
ていかなければならないと思っております。
1989年12月７日、加盟45産別、組合員数144,842人で
連合茨城が設立され、本年12月で「連合茨城結成30周年」
を迎えます。取り巻く環境は決して容易なものではありま
せんが、いつの時代も労働運動は、より良い職場、より
良い社会に向けた変革の原動力でなければなりません。そ
の先頭に立つ連合に結集する私たちには、組織力・政策力・
発信力に一層磨きをかけ、すべての働く仲間のために、次
の時代に連合運動を繋いでいくことが求められます。
課題は山積していますが、一つ一つ丁寧に、確実に前
進するために執行部を先頭に、加盟組織との心合わせを
図りながら邁進して参りますので、本年も変わらぬご支
援ご協力を賜ります様心からお願い申し上げ、新春のご
挨拶と致します。
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国民民主党 浅野 哲 衆議院議員の音頭で乾杯

連合茨城・内山会長 茨城県・大井川知事 茨城県経営者協会・加古会長

和やかな懇親風景

アトラクションを行った
青年委員会・女性委員会のみなさん

連合茨城賞（ギフト券）が当選した
佐島さん（情報労連）

連合茨城賞（常陸牛）が当選した
木村さん（日教組）

１月８日（火）水戸京成ホテルにおいて、構成組織、地域協議会、議員懇談会、退職者連合など約
450名が参加し、連合茨城2019年新春のつどいを開催しました。

主催者を代表して挨拶に立った内山会長は
① 2018 年茨城県議会選挙の結果と第 25回参議院選挙への支援について
②連合茨城の取り組み　の２点について述べ、「地域に根差した顔の見える運動、地域協議会の運動の更なる深化

と連合茨城結成 30 周を迎えるにあたり、茨城のナショナルセンターとしての役割と機能の拡充・強化」を訴えました。
また、「茨城県をはじめとした行政・経営者協会・各友好団体との一層の連携強化が必要である。」と強調し、関係

各位のご理解とご支援を要請しました。
続いて、来賓の茨城県、茨城労働局、茨城県経営者協会、労働福祉団体等各界代表者や国民民主党をはじめとした

関係議員等を代表して、来賓の大井川茨城県知事、加子茨城県経営者協会長よりご祝辞を賜りました。
各界の代表者による鏡開きの後、国民民主党浅野哲衆議院議員の音頭で乾杯をし、和やかな雰囲気の中、つどいが

進められました。
連合茨城青年委員会・女性委員会より、平成最後の年である本年に因んで「平成 30 年を振り返るアトラクション」

により会場を盛り上げた後、恒例となったお楽しみ抽選会を行い、抽選番号が発表される度に参加者より一喜一憂の
声が響き合っていました。
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学習会ではハーバリウム制作の後、講演をいただいた

女性委員会は、11月６日（火）労働福祉会館大会議室にお
いて、代議員・執行部あわせて60名が出席し、第26回定期総
会を開催しました。
女性委員会を代表して挨拶に立った中島委員長（日教組）

は「職場によっては働く女性が少ないところもあると思うが、
女性委員会の様々な取り組みに、男女とも参加することで、
男女共同参画への理解が深まると思う。まずは参加してもら
いたい」と述べました。
総会は、2018年度の活動報告と2019年度の活動方針が確

認され満場一致で今年度がスタートしました。
今回、役員の交代があり、米沢睦子さん（UAゼンセン）

青木幸子さん（自治労）が退任され、新たに松島路子さん
（UAゼンセン）、薄井享さん（自治労）、雨澤真琴さん（政労連）
が選出されました。
学習会では、フラワークラフト アンティクス代表 稲川美

保さんをお招きし、ハーバリウムの制作体験と、「私らしく」
働くために～フラワークラフトとの出会い～と題した講演を
お聞きしました。
講演は、 稲川さんの生花店でのご苦労から、独立して造花でのフラワーアレンジメントで出店するに

いたった経緯、ライフステージの変化による、自宅ショップオープン、また、家庭内での夫との家事や
育児の分担は全く自然に行われていること、などをお聞きしました。

11月21日（水）13時30分より茨城県労働福祉会館大会議室
において、連合茨城青年委員会第26回定期総会を開催しまし
た。
構成組織から男女あわせて57名が参加し、冒頭、連合茨城

を代表して内山会長よりご挨拶をいただいた後、2018年活動
報告の後、2019年度活動方針「①組織の強化と青年委員会
の確立②生活向上と雇用安定をめざした取り組み③青年組合
員の連合運動に対する理解を深める運動④平和・社会活動の
推進⑤女性委員会との連携強化」について提案があり、参加
者からは、体験学習の参加者枠の拡大について意見と質問が
出ました。執行部の答弁後、2019年度活動方針と2019年度役
員について満場一致で承認されました。
学習会では、講師に茨城県産業戦略部労働政策課労働経

済・福祉 G 石井稚子氏を招いて、「茨城の労働・雇用情勢
について」～働き方改革の実現に向けて～と題した講演を開
催しました。石井氏からは、中小企業と大企業の生産性格差
の拡大、少子高齢化に伴う人手不足の深刻化、女性・シニ
ア等の潜在的労働力の掘り起こし等、茨城県の状況を背景に
した講演をいただきました。その後、身近にある家庭と職場の状況をケースにしたグループワークを行い、
「ワーク・ライフ・バランス」について意見交換を行いました。

連合茨城女性委員会では、男女が均等な機会と待遇で仕事と、生活の役割と責任を分かち合いながら働き
続けることのできる「男女平等参画社会」実現をめざして取り組んでいます。

青年委員会

女性委員会 切り拓こう！みんなが主役の男女平等参画社会へ！

－ 2－ － 3－



連合茨城　内山会長

大槻 聖心女子大学教授 吉田 日本銀行水戸事務所長 連合本部 大久保 労働条件中小労働対策局長

働きの価値に見合った水準を求めよう！
▶▶▶ 2019春季生活闘争学習会 ◀◀◀

連合茨城は、2019年の春季生活闘争の取り組みに向けて、11月28日（水）
水戸京成ホテルにおいて、学習会を開催しました。
連合茨城内山会長から、「今次春季生活闘争においても、賃金引き上げの流
れを止めてはならない。皆さん、ともにがんばりましょう！」と主催者を代表
して挨拶がありました。
連合本部、大久保局長からは、春闘方針について説明をいただきました。今
季は「春季生活闘争構造の再構築に向けた検討に着手することを掲げ、働き
の価値に見合った水準に引き上げていくための足掛かりの年」とし、具体
的には、「従来の金額やパーセントの上げ幅中心で続けても、大手と中小の格差は縮まらない。職場での賃
金実態を調査し、めざすべき水準にむけて要求を組み立てる。その上で、賃上げ要求については、社会全体に
賃上げを促す観点とそれぞれの産業全体の『底上げ・底支え』『格差是正』に寄与する取り組みを強化する観
点を踏まえ、２％程度を基準とし、定期昇給相当分を含め４％程度とする。」方針を全体で確認しました。
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お友だち登録は
こちらから！

LINE
連合公式
アカウント

レッド
カード !!

2 月 4 日 月 経営者協会との定期懇談会

2 月 6 日 水

～  
2 月 7 日 木

地協二役会議

2 月 6 日 水

～  
2 月 8 日 金

全国一斉労働相談ホットライン

2 月 8 日 金 税金学校

2 月21日 木 第15回三役会議・執行委員会

2 月26日 火 パート・派遣・有期雇用労働者のつどい

3 月 2 日 土 連合茨城2019春闘総決起集会

3 月 8 日 金 国際女性デー

3 月20日 水 第16回三役会議・執行委員会

4 月18日 木 第１7回三役会議・執行委員会

4 月20日 土・21日 日 地域メーデー開催

4 月27日 土 第90回茨城県中央メーデー

１月～４月のおもな日程 Main Schedule

連合茨城  しあわせセンター連合茨城  しあわせセンター

皆さん悩み事はありませんか？ 弁護士がご相談に応対します！

■ 時間  13 : 00～16 : 00（相談時間は1人30分）
■ 場所  水戸市梅香2-1-39（茨城県労働福祉会館４階） 

担当弁護士：足立 勇人 弁護士、白石　 裕 弁護士、橘　 朋代 弁護士、水口 二良 弁護士、野村 貴広 弁護士

連合茨城では毎月無料法律相談を開催しております。
2019年
無料法律相談開催日 １月19日 土 2 月16日 土 ３月16日 土

５月18日 土 ６月15日 土 ７月20日 土４月20日 土
10月19日 土９月 7 日 土 11月16日 土 12月14日 土

無
料

　 　事前予約が必要です。予約は電話でお申し込み下さい。
受付時間：月～金（祝日除く）9:00～ 17:30　※相談回数については年度内、原則1回限りとさせていただきます。

0120-154-052

連合茨城  しあわせセンター連合茨城  しあわせセンター連合茨城 連合茨城  しあわせセンター連合茨城 連合茨城 連合茨城 連合茨城 連合茨城  しあわせセンター しあわせセンター連合茨城  しあわせセンター しあわせセンター しあわせセンター しあわせセンター しあわせセンター しあわせセンター しあわせセンター しあわせセンター

はありませんか？ 弁護士がご相談に応対します

法律相談法律相談
突然の解雇
残業代未払い
セクハラ・パワハラ
相続問題

多重債務
消費者トラブル
離婚問題
D　V

連合全国一斉集中労働相談ホットライン

　働き過ぎに
レッドカード!!

2019年4月1日から

時間外労働に上限規制が導入されます

●秘密厳守・相談無料　●携帯電話・スマートフォンからでもOK！
※上記期間以外も常設しています。　※電話をかけた都道府県の連合事務所につながります。

 フ リ ー ダ イヤル い こう よ れん ごう に

0120ー154ー052

2019年2月6日水～８日金 9：00～19：00

 毎日早朝から深夜まで働いて、休みもないんだよ･･･ ｡
 １日６時間以上働いているのに休憩時間がないの･･･。
 アルバイトだから有給休暇はないって上司に言われたんだ･･･。

労働時間・休日 休憩時間 有給休暇

こんなこと、ありませんか？

1つでもあてはまったら、まずは連合に 相談を！
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相談内容

２つの事業所で働いています。Aの会社での仕事が終え、そのまま次の勤務
先に自転車で向かう途中で、転倒してしまいケガをしてしまいました。こうし
たときは、通勤災害として労災保険を使えるのでしようか。

対応内容

基本的に事業所間の移動中の事故も、通勤災害として労災給付が受けられます。労基
署に通勤災害用の請求書がありますので、必要事項を記入して医療機関、労働基準監督
署に提出してください。
自損事故や目撃者がいなくても被災した日時、場所、発生状況、負傷との関係が明ら
かであれば、労災給付は受けることができます。速やかに勤務先の責任者に連絡をして
ください。
参考までに相手のある交通事故等の場合は、「第三者行為災害」になります。
必ず警察官を呼んで事故発生現場の確認を行ってください。労災保険の第三
者行為災害の届け出等が必要になるからです。

通勤途上災害について

通勤途上の事故などによる労災適用について相談が寄せられています。
特に通勤災害での問題は「通勤経路の逸脱」があります。例えば、終
業後の仕事に関係する懇親会に参加して帰宅途中の事故にあったとい
う事例です。基本的には業務に関わる懇親会は、二時間が限度という
判例がありますので注意が必要です。
また、労働者が通勤の途中で、要介護状態の父母や子供の施設・住居
に立ち寄り、その後、従来の通勤経路に戻って被災した
場合でも通勤災害と認められます。通勤経路の逸脱につ
いては、日常生活上必要な行為であって「日時用品の購入」
「病院での診療」などのやむを得ない事由の時は通勤災害
となります。

労働相談事例から No.10
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連 合 茨 城 会 長 内 山 　 裕
〃 副 会 長 小 島 弘 行
〃 〃 山 田 康 弘
〃 〃 千 歳 益 彦
〃 〃 赤 澤 義 明
〃 〃 杉 山 　 繁
〃 〃 荒 川 友 久
〃 〃 山 本 　 勇
〃 〃 大 関 英 二
〃 〃 西 條 昌 利
〃 〃 川 又 和 弘
〃 〃 菅 原 康 弘
〃 〃 中　島　佳代子
〃 事 務 局 長 髙 木 英 見
〃 副事務局長 綿 引 哲 也
〃 〃 稲 田 泰 則
〃 〃 根 本 陸 男
〃 執 行 委 員 中 岡 誠 一
〃 〃 藤 田 　 実
〃 〃 米 崎 行 二
〃 〃 須 藤 義 徳
〃 〃 小　川　由紀夫
〃 〃 野 中 弘 明
〃 〃 吉 田 　 悟
〃 〃 菊 池 正 見
〃 〃 青 木 伸 廣
〃 〃 益 子 重 則
〃 〃 川原井　文　夫
〃 〃 皆 川 理 恵
〃 会 計 監 査 飯 泉 　 誠
〃 〃 金 田 光 弘
〃 〃 矢 吹 健 幸

県北地域協議会 議長(執行委員) 蛭 田 光 一
〃 事 務 局 長 小 野 正 昭

常陸野地域協議会 議長(執行委員) 菅 原 　 功
〃 事 務 局 長 佐々木　博　二

中央地域協議会 議長(執行委員) 根 矢 和 弘
〃 事 務 局 長 赤 上 正 明

鹿行地域協議会 議長(執行委員) 山 中 俊 典
〃 事 務 局 長 中 津 三 郎

土浦地域協議会 議長(執行委員) 久保田　利　克
〃 事 務 局 長 小 泉 敏 明

県南地域協議会 議長(執行委員) 友 信 勝 美
〃 事 務 局 長 片 見 常 雄

県西地域協議会 議長(執行委員) 鈴 木 　 隆
〃 事 務 局 長 小 林 里 見

連 合 茨 城 事 務 局 中 根 麻 里
〃 〃 川　城　さおり
〃 〃 綿 引 裕 子
〃 〃 小　川　寿々子
〃 〃 飛 田 悦 子
〃 県北地域協議会 成 田 優 子
〃 常陸野地域協議会 宮 内 峰 子
〃 中央地域協議会 塩 崎 典 水
〃 鹿行地域協議会 細　谷　友有子
〃 土浦地域協議会 吉 田 貴 子
〃 県南地域協議会 小　川　はる美
〃 県西地域協議会 永 藤 桂 子
〃 アドバイザー 山 口 繁 雄
〃 〃 賀 来 祥 光
〃 〃 稲 田 直 志

新年あけましておめでとうございます。
今年は元号が新しくなる。茨城国体が開催される。ラグビー

Ｗ杯も開催。ついでに言えば、来年の東京オリ･パラ大会も
控えている。そして６月には私の副議長も終わります。ここ
までは間違いなく起こる現実です。
希望と願望は。野党が結集する。各自治体選挙で連合推

薦候補が全員当選する。参院選で野党が躍進し、伯仲国会
となる。……そして私は５㎏減量してスリムになる。

「いま一度
　　　確かな歩みを」

参議院議員　郡司　　彰

あけましておめでとうございます。昨年
は経済産業委員会を中心に、産業や地域生活の現場の声を
国政に届けてまいりました。また12月の茨城県議選では７
名の候補者へのご推薦をいただき、５名が当選を果たすこと
ができました。これら全ての経験を糧に、「凡事徹底・万事
徹底」を念頭に本年も精進を重ねてまいります。特に夏の
参議院選挙では連合茨城推薦候補者全員の当選をめざし取
り組みますので、本年もよろしくお願い致します。

「凡事徹底・万事徹底」
　　　　　の１年に

衆議院議員　浅野　　哲

新年おめでとうございます。
昨年は、働き方改革法案、入国管理法改正、水道法や漁業

法など働く人々の雇用や安全を脅かす法案が相次ぎました。
国民の生活は苦しくなる一方で、防衛費と東京関係予算だ

けが増大しています。安倍一強政治打倒のため、野党をまと
めて国民の受け皿となるよう全力で取り組みます。
７月の参議院選挙では連合茨城推薦候補としての１議席を

守るために全力で闘って参ります。絶大なるご支援をお願い
申し上げます。

「国民が泣く政治から
笑顔を取り戻す政治」

参議院議員　藤田　幸久

明けましておめでとうございます。元号
が変わる記念すべき年を皆様と共に迎える

ことができ大変嬉しく存じます。
二大政党が存在し充分に機能することで、日本政治はよ

り国民に沿うものに変化すると考えます。現状では何の為に
選挙権が国民にあるのか、一政治家として大変もどかしくて
仕方がありません。今年も皆様の力強いご支援に感謝しなが
ら全力で使命に取り組んで参ります。
皆様のご健勝ご多幸を祈念しご挨拶とさせて頂きます。

「初心忘れず　着実に」

衆議院議員　青山　大人
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